
海外体験報告（Overseas experience report）

看護学専攻 2年 氏名　田辺志緒里　　渡航先　アメリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■海外研修　☐海外留学　☐海外学会参加・発表　☐その他　（　　　　　　　　　　　　　　）
利用制度／学会名（夏FL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
渡航期間period　 2023/9/3　～　　　　2023/9/18　　　　　　　（　16　日間）

費用cost (全体経費) 航空費+滞在費+海外保険+生活費＝　約40万円
その内、財政支援 8万円（財源：東北大学　　　　　　）

渡航のための準備Preparatory activities （事前研修プログラム、独自での語学勉強、下調べなど）
　
　このプログラムは音楽がテーマとなっており、現地の学生に日本語の歌を教えるワークショップがあっ
たので、事前研修では、TUJPで東北大学に来ていた留学生に日本語の歌を教える練習をしました。他
にも事前学習として現地の先生から出された課題を行ったり、現地の学生と東北大生でグループを組ん
でGoogleSlideとZOOMを通して自己紹介やそれぞれの大学や市について情報共有をして交流する機
会がありました。

渡航経験からの学びWhat I learned from this experience?　
　
　大学では、東北大生だけが受ける英語の授業と、現地の学
生と一緒に行われる音楽の授業を受けました。英語の授業
は主にスピーキングを伸ばすためのもので、先生がずっと話
して学生はただ聞いているだけという形ではなく、話し合いや
色々な種類のゲームを通して、自分の意見を英語で伝える
力や、必要な情報を聞き出す力などを身につけることができ
ました。授業は先生1人対学生10人と少人数であったので、
発言することへの抵抗が少なく、先生も優しく教えてくれたの
で、私にとって英語を話すことに抵抗を感じなくなるきっかけ
になりました。音楽の授業では近くに座っている学生と自然と
仲良くなることができました。発声練習の種類が複数あり、先
生の指導が具体的でわかりやすかったためとても楽しい授業
でした。授業中に疑問があれば直ぐに手を挙げて質問する
チャンスを待っている現地学生を見て、日本ではあまり見ら
れないことですが、積極的に授業に参加するという姿勢を見
習いたいと思いました。
　課外活動では、ショッピングやスポーツ観戦、セグウェイツ
アー、美術館、ミュージカル鑑賞などを行うことができました。
また仲良くなった学生とお昼ご飯を大学内で一緒に食べた
り、休みの日に遊んだりするなど、現地学生との交流がとて
も多く、文化の違いを体感したり、コミュニケーション力を伸ば
したりすることができました。
　英語で日常会話がある程度できる、というような英語力でこ
のプログラムに参加したのですが、今回の留学を通して、自
分の英語力をもっと高めて、今度は看護を学ぶために長期
間留学してみたいと思うようになりました。

写真の説明　legends of photo
上：アメリカンフットボールの試合
　キャンパス内にグラウンドがあり、ポップ
コーンやアイスなどを食べながら皆で応援
しました。
下：Closing ceremony
　プログラムの締めくくりとして、英語の歌
を2曲と「花は咲く」を歌いました。

おすすめポイントreason for recommendation
　
　音楽は東北大学の専攻にないため、看護を含めて法律や教育など様々な専攻の、音楽が好きな学生と一緒に授業を
受けられることはなかなかない機会だと思います。また、課外活動が充実していたり、現地学生との交流が多かったりす
るため、国際性やコミュニケーション力を養うことができるプログラムだと思います。



海外体験報告（Overseas experience report） 
 

看護学専攻 2 年  ⽒名 ⾼橋亜⾹⾳  渡航先 アメリカ、ノースカロライナ州                   

☒海外研修 ☐海外留学 ☐海外学会参加・発表 ☐その他 （              ） 

利⽤制度／学会名（具体的に入力                    ） 

渡航期間 period  9 ⽉ 3 ⽇   〜    9 ⽉ 18 ⽇       （ 16   ⽇間） 

費⽤ cost (全体経費) 航空費+滞在費+海外保険+⽣活費＝ 47 万 円 

その内、財政⽀援 支援額  円（財源︓どこからの支援？      ） 

渡航のための準備 Preparatory activities （事前研修プログラム、独⾃での語学勉強、下調べなど） 

事前研修として、zoom での現地学⽣との交流と東北⼤学に留学している留学⽣との⾳楽を通しての交

流の２つがあった。このプログラムは約２週間という短い研修期間であるため、現地に⾏く前に英語で

交流することに慣れる機が設けられており、とても有意義な渡航のための準備であった。 

渡航経験からの学び What I learned from this experience? 

このプログラムは「Music!!」というテーマのプログラムで、

⾳楽を通じて現地学⽣との交流を⾏うことができた。授業は、

英語だけでなく、⾳楽の授業も現地学⽣と⼀緒に受けること

ができて、英語だけでなく、⾳楽についても（特に合唱）学

んだ。英語の授業では、「R」と「L」の発⾳の違いやキャンパ

スを歩いている現地学⽣にインタビューを⾏いアメリカの流

⾏について話をしたりした。授業はもちろん全部英語で⼀⼈

ひとり必ず発⾔する機会があり、毎回質問の意味をくみ取っ

たり伝わりやすい英語を考えたりすることで、英語で話すこ

とに抵抗感が少なくなったと思う。⾳楽の授業では、⽇本語

の曲「花は咲く」を現地学⽣に教えたり、英語の曲を現地の

先⽣に教わったり、演技をしながらミュージカル⾳楽を歌っ

たりした。私は合唱経験がなく、歌うときの発⽣の仕⽅や息

の吸い⽅も授業内で教えてもらい、とてもためになった。演

技をしながらミュージカル⾳楽を歌うのは、有志で 8 名の⽣

徒が 1 ⼈ずつ前に出て現地の先⽣に指導してもらうというも

のだった。英語の歌を歌うのも⼈の前で歌うのも初めてで、

緊張したが、この経験を通してアクティブになれたと思う。 

 

 
写真の説明 legends of photo 

上︓現地学⽣に遊園地に連れて⾏っても

らった時の写真 

下︓現地キャンパスでの写真 



おすすめポイント reason for recommendation 

このプログラムは⾃由時間に現地で仲良くなった現地学⽣と個⼈的に遊びに⾏くことが多い。そのため、

アメリカでしたいことやいきたいところに連れて⾏ってもらい遊ぶことができる。それはとても楽しい

し、現地学⽣とは英語で話すため英語を学んでもっと話せるようになりたいと感じて、英語を学ぶモチ

ベーションにつながる。 
 



海外体験報告（Overseas experience report）

看護学専攻 ２年 氏名　久保日茉梨　　渡航先　マレーシア　マラヤ大学　　　　　　　　　　　　　

☑海外研修　☐海外留学　☐海外学会参加・発表　☐その他　（　　　　　　　　　　　　　　）

利用制度／学会名（　SAP　）

渡航期間period 2023/08/19　　～　　2023/09/09　　　　　（　22　日間）

費用cost (全体経費) 航空費+滞在費+海外保険+生活費＝　約３０万円

その内、財政支援 支援額　０円

渡航のための準備　Preparatoryactivities（事前研修プログラム、独自での語学勉強、下調べなど）

・事前研修プログラム （計４回）

・事前研修課題（英語プレゼンテーション、現地情報調査、危機管理セミナー、学習目標設定と計画）

・プログラム参加手続き各種、Visit Japan への登録、留学許可証の準備 、保険加入

渡航経験からの学び　What I learned from this experience?

本プログラムでは社会科学系の科目を「英語で学ぶ」ことが

できる。マレーシアの歴史のみならず、国際情勢や性教育、

思春期心理学、メディアデザインなどの科目を履修する中で

語学力の向上に加え、国際教養を身につけることができたと

感じている。専攻外のさまざまな分野の知識を蓄えること

で、自分の視野を広げることができた。さらにSoSHIPに参加

した日本人学生は１１人のみであり、小規模のクラスで講義

を受けることができた。そのため一人一人に発言する機会が

多く与えられ、英語で自分の意見を伝える力を養うことがで

きた。また今回のプログラムを通して多様性を尊重するとい

うことをより意識することができたと感じている。マレーシ

アは多民族国家であり、様々な人種や宗教が共存している。

平日午後の校外学習や休日・放課後の観光ではマレーシアの

多様な文化に触れることができた。彼らは多様性を大切にし

ており、何事にも寛容で、否定することなく違いを認め合っ

ていた。また食や宗教、価値観、歴史、言語などの違いを実

際に体験することで、他の文化の良さに気がつくだけでなく

日本の良さを再確認することができた。今回の留学は自分に

とって新たな挑戦であったが、マレーシアでの学びは将来大

きなアドバンテージになると考えている。

写真の説明　legends of photo

上：SoSHIPクラスのメンバーで撮った

集合写真

下：ムルデカスクエア（独立広場）で

同じグループのメンバーと撮った写真

おすすめポイントreason for recommendation

このプログラムでは日本人学生５人に対して現地の学生（バディ）が１人つく。同じホテルに滞在する

ため、わからないことや困ったことがあればすぐに質問することができる。また講義を一緒に受けた

り、放課後観光や外食に連れて行ってもらったり、たくさんの時間を共にすることで仲が深まり、マ

レーシアの文化をより深く知ることができる。



海外体験報告（Overseas experience report）

看護学専攻 1年 氏名　佐々木穂香　　渡航先　マレーシア　　　　　　　　　　　　　　　　　　

☒海外研修　☐海外留学　☐海外学会参加・発表　☐その他　（　　　　　　　　　　　　　　）
利用制度／学会名（ SAP ）
渡航期間period　 8月19日　　　～　　　　9月10日　　　　　　　（　23　日間）

費用cost (全体経費) 航空費+滞在費+海外保険+生活費＝　約 24万 円

その内、財政支援 7万円（財源： JASSO ）
渡航のための準備Preparatory activities （事前研修プログラム、独自での語学勉強、下調べなど）

事前研修は３回行われ、顔合わせや現地調査、マラヤ大学からの留学生と前回のプログラム参加者からお話

を聞く機会もあった。また日本の文化について５分程度のプレゼンテーションを準備したり、学びのシートを作成

したりした。パンフレット作製では、それぞれ二人のペアを作りお互いにインタビューえおして自己紹介ページを

作った。現地調査ではグループごとでテーマを決め、現地でのでの生活で役立ちそうなことについて調査した。

渡航経験からの学びWhat I learned from this experience?

　今回はEnglishCourseに参加したため、Reading&Vocuburaly,

Writing&Composition, Grammar Usage,

Speaking&Pronunciation の4つの授業があった。授業はすべて

英語で行われるため、中高で学んだ英語の文法や文構成などを

もう一度英語で復習することができたし、日本では体験できない

オープンな雰囲気で授業を受けることができた。

　文化について、研修前、宗教はデリケートな事だからあまり聞か

ない方が良いのかなと思って踏み込んだ質問をしなかった。しか

し思い切って質問してみるとバディたちは快く答えてくれたし、そこ

まで厳格でない人もいるんだなと感じた。日本にいると宗教につい

て考える機会はないし、調べるとしたらネットからの情報に限られ

てしまう。現地の人にしか分からない宗教感に触れることができて

貴重な体験だった。もう一つ感じたとは、それぞれが自分たちの国

やルーツについて良く知っている、理解しているということである。

バディたちに文化や伝統について質問するとすぐ答えてくれた。

私は留学生から日本の文化について聞かれたことがたまにある

が、答えられないことが沢山ある。自国の伝統や歴史についての

知識を得て、紹介できるようになりたいと感じた。日本と同じアジア

に位置する国であるが、日本とはまったく異なる価値観や様々な

文化に触れることができ、視野が広がったと感じる。

写真の説明　legends of photo

上：ツインタワー

下：参加者全員の集合写真

おすすめポイントreason for recommendation

このプログラムでは、マラヤ大学の学生が自分のバディとしてサポートしてくれる。分からないことがあったらす

ぐ聞けるし、他のバディとも仲良くなることもできた。また日本の他の大学からも参加していたため、マレーシア

だけでなく、日本の県外の友達も増えた。マレーシアで３週間を共に過ごした仲間たちとは今でも連絡を取り合

うほど仲が深まった。また、このプログラムのおすすめポイントは他のプログラムよりも比較的安価で行くことが

できることである。物価が安いこともあるが、食事やサポートも充実していて値段以上の事を体験することができ

る。特に宗教や言語について、日本では体験できない多文化を肌で感じることができた。



海外体験報告（Overseas experience report） 

 

看護学専攻 2年  氏名 堀内真歩  渡航先 アメリカ                   

☒海外研修 ☐海外留学 ☐海外学会参加・発表 ☐その他 （              ） 

利用制度／学会名（SAP                    ） 

渡航期間 period  2023/02/11   ～    2023/03/13       （ 31   日間） 

費用 cost (全体経費) 航空費+滞在費+海外保険+生活費＝ 約 50万 円 

その内、財政支援 8万  円（財源：東北大学      ） 

渡航のための準備 Preparatory activities （事前研修プログラム、独自での語学勉強、下調べなど） 

この研修では英語を学ぶだけではなく、海外での生活を通して他の文化に触れることや、自分の行動

力や協調性を育てることも目的としているので、主に言語運用能力、異文化適応能力、行動力に関して、

研修前の状況から研修中に達成する目標を立て、その目標を達成するまでの計画をまとめて提出する必

要がある。また研修後には、その目標の達成度とそれからの目標をまとめて提出する必要がある。 

 また、渡航に必要な書類（ESTAやコロナ関連の書類など）は自分で用意するが、留学生課や担当の教

員から案内があるので、それに従えば問題はなかった。 

渡航経験からの学びWhat I learned from this experience? 

現地では主に、平日は授業で放課後には様々なイベントが

用意されていて、土日は基本的に自由時間となっていた。 

授業は、英語を第一言語としない人にアメリカ人の先生が

英語を教えるプログラムに 1ヶ月参加するもので、現地の大

学生と同じような生活を送りながら、様々な国の人と話すこ

とができたので、日本ではあまり関わることのない多くの文

化に触れることができた。さらに、多文化に触れることで自

分の国がどのような国で、どのような文化を持つのかを知る

ことができた。 

英語を学ぶことができたのはもちろんで、他にも様々な国

から来た学生と交流した。個人的な体験としては、アルバニ

ア、セネガル、ウガンダ、韓国、中国、ベトナム、ブラジル、

トルコ、アルジェリア、イエメンから来た学生と知り合うこ

とができ、その国について質問したり、日本のことを説明す

る機会があった。その中で日本の良さや他の文化の良さに気

づくことができた。 

 休日には、ニューヨークのマンハッタンやボストン、その

大学のある地域の中心街やモールに自分たちで行くことが

 

 

写真の説明 legends of photo 

上：タイムズスクエア 

 NYCに行った。日本にはない街並みを

見ることができた。また、アメリカが人

種のるつぼと言われる理由も改めて理解

(ニューヨーク州立大学オルバニー校)



でき、1 ヶ月ではあるもののアメリカでの生活を体験するこ

とができた。学生のうちに 1ヶ月だけでも海外で生活できた

ことで今後の選択肢が広がり、将来を決めていく上で非常に

役立つと思う。 

できた。 

下：NBAの試合観戦 

 ボストンで NBAの試合を観戦をした。

海外でスポーツ観戦ができたことは貴重

な体験の１つになった。 

おすすめポイント reason for recommendation 

 このプログラムは SAPの短期研修の中でも 1ヶ月と最も長いことが私のおすすめポイントである。最

初の 2週間は時差ぼけと現地での生活に慣れることであっという間であり、後半の 2週間に入ってやっ

と自分から積極的に英語を話すことや、週末や放課後に他国の留学生とでかけることができた。私にと

ってこの 1ヶ月は、人生の中で 1番と言って良いほど短く感じ、さらに 1番充実していた。今後 SAPで

短期研修に行くことを考えている方々には、期間が 1番長い１ヶ月のプログラムをぜひ選択して欲しい。 
 



海外体験報告（Overseas experience report）

看護学専攻 3年氏名　鈴木穂香　渡航先　マレーシア　　　　　　　　　　　　　　　　　

■海外研修　☐海外留学　☐海外学会参加・発表　☐その他　（　　　　　　　　　　　　　　）
利用制度／学会名（SoSHIP（Social Science and Humanities Immersion Programme））
渡航期間period　 2/13（月）　　～　　　3/3（金）　　　　　（19日間）

費用cost オンライン受講料＝ 3万円 財政支援 0円

渡航のための準備Preparatory activities （事前研修プログラム、独自での語学勉強、下調べなど）
　
　事前研修は、1月18日（水）18:30~20:30に行われ、同じプログラムに参加する東北大学の学生との顔合わせや自己
紹介を踏まえたアイスブレイクが行われた。事前研修の終わりにはLINEを交換する時間が設けられ、プログラム開始前
から同じプログラムに参加する学生と連絡を取り合うことができた。また、事前課題には、5~7分程度の自己紹介・東北
大学紹介プレゼンテーション、自分の学習目標と計画を立てた学びシートの提出があった。プログラム終了後にプログラ
ム開始前に立てた学習目標や計画についての振り返りを行った。

渡航経験からの学びWhat I learned from this experience?

今回のプログラムにおける成果の1つは、英語の4技能の中でも
自分のSpeaking能力、Listening能力に関する課題を知り、それ
に対する対処方法を考えることが出来たことである。私は、これま
でSpeakingとListeningに苦手意識があったが、具体的にどのよ
うな課題があるのか、ということは明確化できていなかった。そこ
で、このプログラムでは、この2つの技能に関して自分の課題を明
確化するということが自分の中の目標の1つであった。
　ListeningとSpeakingに関して、共通に感じた課題は「語彙力の
なさ」である。特に、Politics＆IRの授業では、政治や国際関係で
用いられる単語を聞き、理解するのに時間がかかった。さらに、
歴史を学ぶこと自体が中学生以来であり、事前知識も乏しく、聞
こえてきた単語を推測することも難しかった。このような課題に対
して、私は事前に政治や国際関係で使われる英単語を調べるこ
とで対処しようと試みた。その結果、授業を受ける中で事前に学
んだ英単語が聞き取れた時は素直に嬉しかった。このように、自
分の課題を知り、対処方法を考え、それが自分の学びに活かされ
るという経験は自分にとって非常に意味のあるものだった。
　そして、Speakingに関しては、完璧な文法と英単語で話さなけ
ればならないという「完璧主義」の考え方がSpeaking能力の向上
を妨げていたということが分かった。今回のプログラムでは、現地
の学生もオンラインの学生も文法や英単語の正解にとらわれるの
ではなく、自分の知っている文法や英単語を用いて、ジェスチャー
や表情を使いながら一生懸命に自分の意見を相手に伝えてい
た。このような場面をみて、間違いを気にするのではなく、自分の
運用できる英語で「伝えようとする姿勢」がコミュニケーションをと
るためには重要であるということに気付くことが出来た。このこと
を実感していく中で、自分の中で英語を話すということへの抵抗
感が徐々になくなり、以前と比べると自分の失敗を恐れず、積極
的に英語を話そうとする姿勢が身に付いたと感じている。そして、
そのような姿勢でバディとの会話や授業に臨むことができたこと
は自分にとって意味のある経験だったと考える。

写真の説明　legends of photo
（上）現地の学生・現地に留学している日本
学生・オンライン留学生の集合写真

（下）ZOOM交流時のバディとの写真（左
上・下：日本学生、右上：現地学生）

おすすめポイントreason for recommendation

・3万円という金額で、全て英語で行われる充実した授業を受けることができる。
・バディとのLINEやZOOMでの交流を通して、日常で使われる英語を学ぶことができる。
・英語を話すことへの抵抗感を減らすことができる。



海外体験報告（Overseas experience report） 

 

看護学専攻 3年  氏名 小林優衣  渡航先 ドイツ                   

☒海外研修 ☐海外留学 ☐海外学会参加・発表 ☐その他 （              ） 

利用制度／学会名（FL / Faculty Led Program                    ） 

渡航期間 period  2023/03/04   ～    2023/03/20       （ 16   日間） 

費用 cost (全体経費) 航空費+滞在費+海外保険+生活費＝ 500,000 円 

その内、財政支援 80,000  円（財源：JASSO奨学金      ） 

渡航のための準備 Preparatory activities （事前研修プログラム、独自での語学勉強、下調べなど） 

11月中旬から、プログラム独自のパダボーン大学の学生との合同研修 2回、東北大生のみの研修 2回

がありました。また、事前研修以外の時間に、グループ内で 1 週間～2 週間に 1 回程、パダボーン大学

の学生と共に調査テーマの検討や各自の進捗具合を議論・報告しあうミーティングを行っていました。

現地での発表に向けた準備はもちろんですが、最終日に行われる Intercultual Night というパーティーの

準備も同時並行で行います。自分自身では、英単語の復習・TEDによる聞き取り練習を行い、日本とド

イツの文化について事前に調べました。 

渡航経験からの学びWhat I learned from this experience? 

ドイツ・日本の移民政策・支援における課題をテーマとし

た国際共修 PBL型研修に参加しました。最初はドイツの歴史

（主に移民史）についてパダボーン大学の教授からご講義い

ただき、その後は実際に移民としてドイツに来られた方や、

移民・難民支援を行っているソーシャルワーカーの方々のお

話を聞いて質問する機会が多くありました。私のグループで

は、ドイツと日本の雇用市場における経済面での魅力・課題

を扱い、個人の調査やグループメンバーとのディスカッショ

ンを通して、ドイツの移民受け入れに開放的かつ公平性を担

保した制度と比較した、日本の移民受け入れ制度の問題点を

より深く考えることができました。 

 また、このプログラムでは大学のあるパダボーンだけでな

く、ケルン・デュイスブルク・ベルリンと多くの都市を回り

ました。ドイツの歴史的建築物や文化に触れるだけでなく、

ユダヤ人のための記念碑（ホロコースト記念碑）や東西冷戦

の象徴であるベルリンの壁等にも訪れ、改めて平和とは何か

を考えさせられる研修となりました。 

 

 

写真の説明 legends of photo 

(上) 授業で移民の方からのお話を聞い

ている様子 

(下)  ケルン大聖堂前の集合写真 



おすすめポイント reason for recommendation 

 このプログラムは、移民・難民について学ぶことが主たる目的ですが、大学のあるパダボーンを含め、

多くの都市を巡るため、観光も十分に楽しめるプログラムとなっています。その中で、各都市の街並み

や人々の雰囲気を比較して、社会の構造やドイツの歴史を肌で感じることができました。 

また、私はスピーキングへの苦手意識が強く、事前研修開始当初は英語で自分の意見を発信すること

がなかなかできませんでしたが、ドイツ出発前に何度もグループ内でミーティングを重ねることで、英

語を話し、意見するということに慣れていきました。英語を話すことに抵抗を覚える人は少なからずい

ると思いますが、事前研修が非常に充実しているので、安心して現地に出発できます。そして、発表の

内容をより充実させるために、移動時の電車内や街、市場等で、現地の方に英語で話しかけることも求

められるので、積極性を身につけたい人にはおすすめのプログラムです。 
 



海外体験報告（Overseas experience report） 

 

看護学専攻 渡航学年  氏名 佐藤朱李  渡航先 ドイツ・パダボーン                   

☒海外研修 ☒海外留学 ☐海外学会参加・発表 ☐その他 （              ） 

利用制度／学会名（FL                    ） 

渡航期間 period  2023/03/04   ～    2023/04/20       （ 17   日間） 

費用 cost (全体経費) 航空費+滞在費+海外保険+生活費＝ 40万 円 

その内、財政支援 8万  円（財源：JASSO      ） 

渡航のための準備 Preparatory activities （事前研修プログラム、独自での語学勉強、下調べなど） 

事前研修が 11月に 2回、12月に 1回、1月に 1回、2月に 1回あった。事後研修が 4月に 2回あった。

その他、3回程グループで zoomをしてプロジェクトを進めた。語学の勉強はしていないが、事前研修の

言語が英語だったため練習になった。事前研修に下調べが含まれていた。 

渡航経験からの学びWhat I learned from this experience? 

テーマは移民だったため、移民について学んだ。ドイツは日

本よりも移民の受け入れが進んでおり、学生も私たち日本人

とは異なる考え方を持っていて勉強になった。町や電車の中

でインタビューをする中で、イタリア、アルジェリア、アフリ

カ出身者と話しており、ドイツでは多くの移民が生活し、働い

ているのが当たり前であると気づいた。現地の学生にも親が

ポーランド人、自身がロシアから来たなど、移民としてのバッ

クグラウンドを持っていることが珍しくないと学んだ。 

 食文化やドイツ人の学生生活についても学んだ。アルバイ

トやテストなどをしていて、ベジタリアンの学生もいた。ベジ

タリアンはハリボーや肉を食べられないため、マッシュルー

ムを主食で食べていた。トイレにはボタンが 2つしかない。 

毎日スーパーで買い物をしたため、ドイツ語も少しは話せ

るようになった。パン、ソーセージ、チーズの数が豊富だっ

た。果物とサラダも量が多くて安い。 

校外研修としてケルンとベルリンにも行った。ケルン大聖

堂やベルリンの壁は観光地として賑わっていたが、宗教や残

酷な歴史を学べる場だった。 

 

 

写真の説明 legends of photo 

上の写真はパタボーン大学での写真。下

の写真はケルンのビールハウスでの写

真。 



おすすめポイント reason for recommendation 

旅行でドイツに行けば 1 週間で 40 万かかるが、留学だと 20 日で 40 万円かつ奨学金ももらえる。海外

に行ってみたいと考えている学生におすすめ。同年代のドイツ人学生と交流したり、ご飯を食べたり、

お酒を飲んだり楽しい。 
 



海外体験報告（Overseas experience report）  
 

看護学専攻 2 年 氏名 室田絢香 渡航先 シェフィールド（イギリス） 

☒海外研修 ☐海外留学 ☐海外学会参加・発表 ☐その他 （ ） 

利用制度／学会名（冬 SAP ） 

渡航期間 period 2023/03/05 ～ 2023/03/26   （ 21 日間） 

費用 cost (全体経費) 航空費+滞在費+海外保険+生活費＝ 

その内、財政支援 80,000 円（財源：JASSO 

約38万 円 

） 

  

渡航のための準備 Preparatory activities （事前研修プログラム、独自での語学勉強、下調べなど） 
・事前研修プログラム 
・ワクチン接種証明書や Visit Japan への登録、留学許可証の準備 
・日常英会話の勉強 
・イギリス文化や習慣についての下調べ 
渡航経験からの学び What I learned from this experience?  

今回のSAPプログラムでは多くの経験をすることができ
ました。特にホームステイとフィールドトリップが印象に残
っています。今まで数週間にわたる海外滞在を経験したこと
がない私にとって、今回のプログラムに参加することは不安
なことも多かったですが、ホストファミリーが丁寧に接して
くれたおかげで、最後まで楽しく過ごすことができました。  
今回のプログラムでは、元々フィールドトリップとして

Hardwick Hall と Warwick Castle に行くことは決まっていま
したが、ストライキの影響で Harrogate や Metlock Bath、ア
イススケートにも行くことができました。建築物の見学やイ
ギリスの歴史、地方ごとの街並みを見聞きすることができ、
貴重な経験となりました。 
授業に関して、最初はほかの国から来た留学生の積極性に

驚きました。授業が生徒主導で進んでおり、授業の中でも日
本との違いを感じることができました。そして、英文法の授
業の中で、英語で文法を説明することが難しくて苦労するこ
とが多くありましたが、説明する力を鍛えることができたと
思います。また、週に１回オンライン授業があり、そこではイギ
リスのエチケットやイギリス国内の社会の変化について学ぶこと
ができ、とても興味深かったです。3 週間という短期での海
外滞在ではあったものの、多くのことを学ぶことができて有
意義な時間となりました。 
最後に、このプログラムに参加することは私にとって挑戦

でしたが、参加して良かったなと思います。 

 

 
 

 

写真の説明 legends of photo 
上：フィッシュ・アンド・チップス
下：Warwick Castle 

おすすめポイント reason for recommendation 

このプログラムでは、様々な国から来た留学生と共に学ぶことができるため、イギリスだけではなく、他
の国の文化や風習を学ぶことができます。そして、ホームステイを行うことで、日常英会話が上達すると思
います。シェフィールドは、イギリス国内でも治安が良い地域と言われているため、危険を感じる場面
は少ないと思います。 

 


